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このコーポレートレポートは、
風力で発電されたグリーン
電力にて刷版を出力、印刷
されています。

※当コーポレートレポートの刷版
出力に必要な電力量を2.7kWh、
2,500部を印刷するのに必要な
電力量を67kWhと計算しています

このコーポレートレポートは環境負荷軽減のため、適切に管理された森林の木材を
原料とする「FSC®認証紙」を使用し、環境に配慮した「グリーンプリンティング認定
工場」でつくりました。
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世 界 が

気 づ いていない、

世 界へ。

「必要は発明の母」ではなく、「発明は必要の母」。

これは、カシオの創業メンバーの言葉です。

今はまだ存在しない「必要」を「発明」すること。

それまでにない斬新な働きを持った製品を創造することで、

人々に新しい「気づき」や「喜び」を感じてもらう。

それが、未来の社会をより豊かにすると私たちは信じています。
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会長メッセージ

代表取締役 会長

樫尾  和雄

当社は2017年、創立60周年を迎えることができました。皆さまに深く感謝申し上げます。

これまで当社は電卓、時計、電子楽器、電子辞書、デジタルカメラといった製品を開発することで人間の知的活

動の可能性を広げ、世界の人々の生活に新しい価値を提供してきました。従来の常識にとらわれず既成概念を

打ち破る発想で、これまでになかった本当に必要なものを発見し、デジタル技術で製品にしてきました。新たな着

想による製品は新たな市場を創造し、そこから文化が生まれ、社会のさらなる発展に貢献しています。常に新たな

価値を生み出し、社会とともに進化を続ける当社の姿勢は、今後も変わることはありません。

AIやIoTなどの新技術が見る間に普及してこれまでの常識が次 と々塗り替えられていく中で、停滞はすなわち後

退を意味します。自らの創造してきた結果に安住せず、常に進化を続けなければ、世の中を変える製品を提供し

続けていくことはできません。

過去は未来のためにあります。当社がこれまでに培った経験やノウハウの全ては、ユーザーの皆さまに新しい未来

を提供するためにあります。開発、生産、販売、宣伝などで蓄積したあらゆる技術を活用し、全く新しい発想のもと

で、他のどの企業も踏み込んでいない領域に挑み続けます。そして新たな商品の用途や可能性を皆さまにお伝え

して共感していただくため、分かりやすい表現や手法を開発していくことも大切だと思っています。

当社は皆さまの期待を上回り、予想を超える驚きを提供してまいります。より良い製品を皆さまの元にお届けするため、

これからも社員全員で技術を磨いて革新に取り組み、とどまることなく進化を続けます。カシオの経営方針は「変わり

続けること」です。従来の常識やこれまで培ってきたセオリーにこだわらず、当社は不断の努力で前進し続けます。

既成概念を打ち破り、
世界の期待を超えていく



人間は、無限の可能性を秘めています。

考える力を発揮することで、新しい価値を生み出し、

社会を発展させることができます。

プライベートライフから、ビジネスの最前線まで。

人間の知的創造のフィールドへ、

独自の製品やサービスを提供し、

人々の新たな可能性を広げること。

これこそが私たちカシオが提供する価値です。

存在意義 カシオが価値を提供するフィールド

カシオは、

豊かな未来につながる

人間の知的創造活動を

サポートします。

学びによる
人の成長を促進する 

教育

仕事 生活

業務を効率化し
経営をサポートする

人の活動基盤を
支える

文化

人が心に抱く
イメージを表現する
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―価値を生み出す手段―

人がいちばん輝くとき。

それは人が持つ本来の能力に、

気づいたときなのかもしれない。

PRODUCT S
C A S I O
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学びによる
人の成長を促進する

人の活動基盤を支える

数学の授業を受ける子どもたち。

彼らは、答えを導く力を身に付けるために学んでいます。

問題の解き方を考えることに集中できるように、

教科書通りの数式や母国語を表示して

分かりやすく計算できる電卓が、

世界中の学校で役立っています。

子どもたちはもちろん、誰もが学ぶことで成長できる。

そうした人々の学ぶ姿勢を

サポートする製品を提供しています。

過酷な任務を遂行するレスキュー隊。

彼らには、どのような状況でも

正確さとスピードが求められます。

時刻や時間の経過を認識し、

次の行動を判断するために、

タフな環境において正しく時を刻む腕時計は、

欠くことのできない装備となっています。

日々の生活でも時刻は大切な情報です。

正確な情報を基にプランを立てて行動する。

そうした人々の活動を支える製品を提供しています。
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業務を効率化し
経営をサポートする

物流センターで荷物を扱う現場スタッフ。

彼らには、常に高い精度のオペレーションが求められています。

商品の入出荷管理やピッキング作業などを

素早く正確に行うためのハンディターミナルは、

汚れなどで読み取りにくくなったバーコードも

高速でスキャンすることが可能です。

物流業や流通小売業など、

現場の正確さやスピードを高めて経営に生かす。

そうしたビジネスの最前線を効率化する製品を提供しています。

人が心に抱くイメージを
表現する

美しい旋律を奏で、人々を魅了するピアニスト。

その音楽は、人が持つ感性と

楽器の表現力によって成り立ちます。

伝統あるヨーロッパのブランドが手掛けた

グランドピアノの音色を、革新的な技術によって、

場所を選ばず弾くことができる電子ピアノは、

まるでコンサートで演奏しているような響きをもたらします。

心に抱くイメージや思いを表現できる。

そうした人々の喜びや感動を広げる製品を提供しています。
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電子辞書
EX-word（エクスワード）

デジタルカメラ
HIGH SPEED EXILIM
（ハイスピード エクシリム）

デジタルカメラ
EXILIM FR（エクシリムFR）

耐衝撃ウオッチ
G-SHOCK（Gショック）

女性向けメタルウオッチ
SHEEN（シーン）

アウトドアウオッチ
PRO TREK（プロトレック）

リストデバイス
Smart Outdoor Watch

（スマートアウトドアウオッチ）

女性向けタフネスウオッチ
BABY-G（ベイビーG）

高機能アナログウオッチ
OCEANUS（オシアナス）

高機能アナログウオッチ
EDIFICE（エディフィス）

本格実務電卓 プレミアム電卓グラフ関数電卓関数電卓
CLASSWIZ（クラスウィズ）

デジタル英会話学習機
EX-word RISE（エクスワード ライズ）

デジタル英会話学習機
joy study（ジョイスタディ）

デジタル英会話学習機
Lesson Pod（レッスンポッド）

飲食店支援サイト
HANJO TOWN（ハンジョウタウン）

レジアプリ搭載 店舗支援端末 電子レジスターハンディターミナル

ラベルライター
NAME LAND（ネームランド）

自分撮りカメラ
EXILIM TR（エクシリムTR）

主要 製品と
コアテクノロジー

小型化
小さく、薄く、軽く

デジタル技術
不可能を可能にする

省電力
小さなパワーで
賢く働く

耐久性
いつまでも使える

安心感

高水準の技術に支えられた、
独創的な製品を展開

使いやすさ
誰にでも使いやすく

電子ピアノ
CELVIANO Grand Hybrid

（セルヴィアーノ グランドハイブリッド）

電子キーボード DJ機器
TRACKFORMER（トラックフォーマー）

スマートフォンアプリ
Chordana Composer
（コーダナコンポーザー）

電子ピアノ
Privia（プリヴィア）

水中トランシーバー
Logosease（ロゴシーズ）
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ランプフリープロジェクター

経営支援基幹システム
楽一（らくいち）

人事統合システム
ADPS（アドプス）

世の中に新たな価値を生む斬新な発想を具現
化するためには、高水準の技術が必要です。
カシオは開発の核となる五つのテクノロジーを
駆使して、お客さまの潜在的なニーズをとら
える製品を生み出しています。
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― 価値の源泉 ―

人の知的創造活動を支える製品は、

人の知的探究心によって

生み出されている。
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※Android Wear、Google、およびその他のマークはGoogle Inc. の商標です。

Smar t Ou tdoor Wa tch 

WSD-F10

まだ世の中に存在せず、そして
真に必要とされるものを、創造し続ける

アウトドア用途に特化したリスト
デバイス(腕時計型情報端末)。
「トレッキング」「サイクリング」「釣
り」などのシーンをサポートする多
彩な機能、高い防水性能と米軍
の物資調達規格(MIL)に準拠し
た堅牢性が大きな特長となってい
る。自然環境の変化や活動量を
計測するオリジナルの専用アプリ
をプリセットしているほか、アプリ
を追加して機能を拡張することも
できる。OSにはAndroid Wear™
プラットフォームを採用。

Smar t Ou tdoor Wa tch 
PRO TREK Smar t

WSD-F20
2017年4月 発 売 のSmart 
Outdoor Watch第二弾。低
消費電力のGPSとオフライン
で使えるカラー地図機能を搭
載。スマートフォンがなくても
単独使用での利便性を格段
に向上させた。

Smar t Ou tdoor Wa tch 

WSD-F10
アウトドア用途に特化したリスト
デバイス(腕時計型情報端末)。
「トレッキング」「サイクリング」「釣
り」などのシーンをサポートする多
彩な機能、高い防水性能と米軍
の物資調達規格(MIL)に準拠し
た堅牢性が大きな特長となってい
る。自然環境の変化や活動量を
計測するオリジナルの専用アプリ
をプリセットしているほか、アプリ
を追加して機能を拡張することも
できる。OSにはAndroid Wear™
プラップ トフォームを採用。

Smart Outdoor Watchは、

スマートフォンとの連携によって、アウトドアシーンで必要となる情報を

タイムリーに知らせる機能を備えた、新しいカテゴリーの製品である。

誕生に至るプロセスでは、カシオならではの開発姿勢が貫かれている。

2011年が暮れるころ、一つの開発構想が浮かび上がった。「情
報機器の一等地」である手首に着ける、インターネットとつながる
新しいリストデバイスはどうあるべきか―。翌年の春には、正式
に開発プロジェクトがスタートした。
最初の試作機は、2012年の年末に完成している。それは汎用性
を重視したため、機能も形状もスマートフォンを小さくしたようなも
のだった。「何でもできるのはいいが、スマートフォンで事足りる。
わざわざリストデバイスで操作する必要はあるのか?」。製品化は
見送られた。
次に取り組んだのは、用途をランニングに絞ったリストデバイス
だった。GPSなど豊富な機能を搭載しているものの、ランナー向
けの腕時計と比べて、端末の重さや電池寿命などの欠点だけが
目立っていた。さらに、競合するランニング用のスマートフォンアプ
リもあった。「これでは市場で勝てない」と、上層部は判断した。
「開発の突破口がなかなか見いだせなかった」と、開発者は当時を
振り返る。求めているものは、独創的で世の中にはない新しい価
値、そしてユーザーから本当に必要だと認められる価値を持ってい
ること。このころプロジェクトに加わった若手社員は、初めて職場の
扉を開けたとき、「落ち込んでいる感じはなく、むしろ“これから新し
いものを作るぞ”という雰囲気でした」と証言する。
手首に着けているからできること―。開発メンバーはもう一度この
原点に立ち返り、スマートフォンを使いたくても使えない状態で、手元
で情報を得られるという特長を生かしたリストデバイスを考え抜いた。
そしてたどり着いたのは、野外のレジャーで真価を発揮できる、
「スマートなアウトドアウオッチ」だった。例えば、山登りでスマー
トフォンをリュックサックなどに入れているとき、雲天時にリストデ
バイスに向かって声で指示を出すと、現在地付近の雨の様子が
瞬時に表示される。あるいは自転車で走行中に、目的地までの
到達度が手元で確認できる。休憩を取るタイミングまでアドバイ
スしてくれる―。開発者たちの頭の中には、そんな完成イメー
ジが出来上がりつつあった。コンセプトが固まり、ついに製品化
のゴーサインが出た。

本格的な開発がスタートした。ハードウエアの開発では、落下・
振動などの試験をクリアしなければならない「米MIL規格」準拠
の堅牢性確保を、目標に掲げた。
そして、開発の絶対条件と位置づけたのは防水マイクだった。ア
ウトドアシーンで両手がふさがっている状態を想定すると、音声
による操作を支えるマイクは必須。また、悪天候での使用や釣り
などの水辺のレジャーを考えて、水しぶきを防ぐ程度のものでは
なく、スマートウオッチのジャンルでは世界初となる5気圧防水の
実現を目指した。「音を上手く伝達できる特性と、高い防水性を
兼ね備えた振動膜の材料を徹底して吟味しました。また、強い圧
力が加わった際の変形をなるべく抑え、音響的にも問題のない
構造を試行錯誤の末に確立しました。5気圧防水をはじめ、耐環
境性能という価値によって、他社製品との明確な差異化ができる
と、当時から思っていました」と開発者は話す。
開発に着手したほぼ同時期に、米Google社がウエアラブル端
末向けのOS 「Android Wear™」を発表している。この利用許諾
を得るとともに、Google社に製品の企画を説明した。しかしカ
ラー液晶とモノクロ液晶を二層に重ねたカシオならではのディスプ
レイについては、Google社が想定している仕様ではなく、議論は
平行線のままだった。
だが、このまま引き下がるわけにはいかない。二層液晶は太陽光
下でも見やすく、普段はモノクロ液晶のみで時刻を表示させれ
ば、電池寿命を大幅に延ばせる。ユーザーからは間違いなく支
持されるという確信があった。「言葉で良さを伝えきれないなら
ば、試作機を作ってしまおう」。開発者たちは、ただちにサンプル
の製作にとりかかった。
次の協議でGoogle社の担当者に、二層液晶を搭載した試作機
を披露した。担当者はカシオの二層液晶を「衝撃的だ」と表現し、
高く評価したのだ。続いてソフトウエアを実用レベルまで高め、詰
めの協議を行った。「Android Wear™上で便利に使える二層液
晶を試してもらい、最終的に先方の責任者にも理解が得られまし
た。もし理解されなかったらディスプレイの機能性はダウンしてい
ました」と、開発者は言う。

アウトドアの愛好者から本当に必要とされる機能とは? そして長
年使い続けたくなるような価値を、いかに生み出すか…? 開発者
はその解を得るため、実際にバス釣りのプロとフィッシングを体験
したり、登山家へのインタビューを重ねたりした。その成果は、例
えば登山者へ「日の出まであと30分」という通知を出したり、サ
イクリング中にカロリー補給のタイミングをアドバイスしたり、月齢
と月の時角を基に釣りに適した時間帯を知らせたり、といったユー
ザーのアクティビティに合わせた情報を伝えるオリジナルアプリの
機能に反映されている。「もともと、リストデバイスが提供できる価
値として、使っている人が気付かない情報を伝える“瞬間価値”と
いう発想がありました。それをアウトドアを楽しむ人たちに向けて、
もっと広げていきたい」と、開発者にはこれから目指す道が見えて
いる。

02 言葉で伝えきれないならば、
試作機を作ってしまおう 03 本当に使ってもらえる

オリジナルアプリ

5気圧防水構造 MIL規格準拠

2016年3月、開発したリストデバイスは「Smart Outdoor Watch 

WSD-F10」として発売した。開発チームは、どうしたら人々に使い

続けてもらえる新しい価値を提供できるかを追求してきた。壁にぶつ

かってもあきらめずに、斬新なアイデアで突破口を見つけ、チャレンジ

を続ける…。これらを原動力にして、本当は必要なのに、まだ存在し

ていないものを、今後も具現化し続ける。

01 「原点」に立ち返ることで、
突破口を見いだす

二層構造ディスプレイ
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AMERICAS
販売会社・その他　6社

ASIA
本社・販売会社・その他　23社

生産会社　9社

MIDDLE 
EAST
販売会社　1社

本社・販売会社・その他
生産会社

Casio Canada Ltd.

Casio America, Inc.

Casio Mexico Marketing, S. de R. L. de C.V.

Casio Middle East, FZE

Casio España S.L.

Casio Italia S.r.l.

Casio France S.A.

Casio Benelux B.V.

Casio Europe GmbH
Casio Electronics Co. Ltd.

Limited Liability Company Casio

Casio Scandinavia AS

Casio India Co., Pvt. Ltd.

Casio Malaysia Sdn.Bhd.

Casio （Thailand） Co., Ltd.

Casio Timepiece （Dongguan） Co.,Ltd.

山形カシオ株式会社
カシオ電子工業株式会社

カシオ計算機株式会社
カシオテクノ株式会社
カシオヒューマンシステムズ株式会社
カシオ情報機器株式会社
株式会社CXDネクスト
カシオマーケティングアドバンス株式会社
カシオビジネスサービス株式会社
株式会社カシオコミュニケーションブレインズ
リプレックス株式会社Casio Electronic Technology

（Zhongshan） Co., Ltd.

Casio Computer （Hong Kong） Ltd.

Casio Marketing （Thailand） Co., Ltd.

Casio Singapore Pte., Ltd.

Casio Brasil Comercio De Produtos Eletronicos Ltda.

Casio Latin America S.A.

G L O B A L 多くの人々に親しまれているCASIOブランドの製品は、
グローバルに連携した生産体制と各国に広がる販売ネットワークによって世界中に届けられています。
カシオは、人々の生活に役立ち、新しい価値をもたらす製品やサービスをこれからも幅広く提供し続けます。

グローバルに展開するカシオ

EUROPE
販売会社　8社

66.7％ 47拠点

SALES GROUP  NETWORK COMMUNICATION

158の国と地域

187の国と地域

海外売上高比率
2016年4月～2017年3月の売上高の海外構成比

カシオグループの拠点数
本社およびグループ会社数（2017年6月29日現在）

CASIOブランドの商標登録数
広域商標制度を利用した地域は１地域としてカウント

電卓の世界累計出荷数
1965年9月～2017年3月の累計出荷数

G-SHOCKの世界累計出荷数
1983年4月～2017年3月の累計出荷数

世界における販売エリア
2016年4月～2017年3月の正規販売エリア

BRAND

14 億台以上

万個以上9,500

PRODUCTS

共感を広げる体感イベント
「SHOCK THE WORLD」
G-SHOCKの本質である「タフネス」を、ブランドの世界観とともに
伝えるグローバルなプロモーションが「SHOCK THE WORLD」です。
2008年にニューヨークで開催して以来、世界各国の延べ73都市
（2017年6月現在）で実施。G-SHOCKファンの方々に、製品の
持つ魅力を全身で感じてもらう取り組みです。

世界の展示会で存在感を高める
CASIOブランド

カシオは、世界有数の企業が参加する展示会に毎年出展していま
す。ラスベガスで開催される世界最大級の家電見本市「インターナ
ショナル・コンシューマー・エレクトロニクス・ショー（CES）」や、世
界中のメディアやバイヤーが集まるスイスの時計・宝飾見本市「バー
ゼルワールド」から、最新情報をグローバルに発信しています。

バーゼルワールド2017CES2017

SHOCK THE WORLD 2016 SHANGHAI

Casio Electronics（Shenzhen） Co., Ltd.

Casio Electronics（Shaoguan） Co., Ltd.

Casio Taiwan Co., Ltd.

Casio （Guangzhou） Co., Ltd.

Casio （China） Co., Ltd.
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グローバルで信頼されるカシオ
カシオは、より長く、安心して使用できる製品を提供するため、
徹底した品質管理の下、設計段階から完成品に至るまで、常に妥協のないモノづくりを実践しています。
また、安全に楽しく暮らせる社会の実現に向けた活動を、世界中で展開しています。

安心して長く使える設計思想

カシオには、製品を長く使っていただくための設計
思想があります。堅牢性を高める技術「TAFCOT
（タフコット）」は、高強度材のサイドビームとアルミ
合金パネルでボディ剛性を高めているほか、内部に
保護空間を確保するアルミ合金パネルと高性能緩
衝材によって、外部から液晶表示パネルにかかる
力を和らげる設計です。使用中に落としたり、かば
んの中で力が加わったりすることを想定した電子辞
書に採用しています。

製品の使用状況を想定した品質規格を策定し、設
計段階からプロトタイピングによる厳しいテストを実
施しています。例えば、電子辞書の加圧テストでは、
本体に荷重を加え、上方向からの堅牢性を検証し
ます。また、高所での使用が想定されるハンディター
ミナルでは、設計通りの落下強度があるかどうかを
試験します。さらに、防水や防塵など、製品ごとの
規格を全てクリアしたものだけが生産プロセスに進
むことができます。

設計段階での徹底した品質試験

高水準の製造技術で
品質を高める生産体制

山形カシオの「プレミアムプロダクションライン」では、
独自の製造装置で精度を極限まで高める技術と上
位の技能認定者のみが持つ人間の高度な技術に
よって、高品質な高価格帯のブランド時計を生産し
ています。また、海外生産ではグローバルな生産体
制の下で高い製品クオリティを実現しています。例え
ば、カシオタイでは不純物の混入を防ぐクリーンルー
ムでプラスチック部品を成形し、信頼性の高い製品
を安定的に生産しています。

カシオ中国では、貧困や災害が原因で教育環境に恵まれない児童に向け
て「私の夢のリュックサック」と題した支援活動を行っています。児童には文
房具などを入れたリュックサック、学校には電卓や電子楽器など授業で使え
るカシオ製品を贈呈し、子どもたちの教育環境の改善を目指しています。
また、カシオの創業者の一人が残した数々の発明を伝えるために設立した
樫尾俊雄発明記念館は、子どもたちに向けた夏休みの企画展示を実施し
ています。2016年は、高速撮影体験、電卓分解組立て教室、計算探検な
どの体験型イベントを実施し、科学技術に興味を持ってもらいました。

教育環境の改善や科学技術への
興味喚起を目指した活動

信頼性への取り組み

カシオは、環境への負担が少ない製品を積極的に開発しています。プロジェ
クターでは、世界で初めて高圧水銀ランプを使わない独自の光源技術で、
高輝度投影を実現。全製品で「水銀ゼロ」を達成しました。有害物質である
水銀のリスク削減を目的とした「水銀に関する水俣条約」など、世界的に水
銀不使用が呼びかけられる中、カシオはプロジェクターを通じて「水銀ゼロ」
を推進するリーディングカンパニーとして、環境負荷の軽減に努めています。

有害な水銀ランプを使わない環境配慮型商品

中国の生産拠点であるカシオシンセンでは、地域行政機関が
推進している苗木の植樹活動に、社員がボランティアとして毎
年参加しています。2017年で10回目となり、地域における緑
の成長を見守っています。
また、カシオが主催する日本の男子プロゴルフトーナメント
「カシオワールドオープン ゴルフトーナメント」では、大会期間
中にギャラリーバスが排出するCO2のカーボン・オフセットを
2010年より行い、温室効果ガス削減の自主的な負担をすると
ともに、自家用車による排出CO2の削減のためギャラリー
バスの利用促進を図っています。

地球温暖化防止のための地域活動

社会への取り組み

環境への取り組み

カシオ中国　「私の夢のリュックサック」

樫尾俊雄発明記念館　夏休み企画展示

電子辞書　加圧テスト

堅牢設計「TAFCOT」

山形カシオ　プレミアムプロダクションライン

カシオシンセン植樹活動（左：2015年の植樹活動　右：2014年に植樹して成長した樹木）

カシオタイ　プラスチック部品成形ライン

ハンディターミナル　
落下テスト

サイドビーム
アルミ合金パネル

アルミ合金パネル

高性能緩衝材 液晶 メインパネル

液晶

サイ

アル

液晶

アルミ合金パネル

高性能緩衝材 液晶 メインパネル
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HISTORY
カシオ計算機株式会社は、忠雄、俊雄、和雄、幸雄という四人の樫尾兄弟が、
それぞれの得意な力を生かして世界初の小型純電気式計算機の開発に成功
し、1957年に設立しました。開発を担当していた次男の俊雄の持論は「発明
は必要の母」。世の中が求めるものを開発するのではなく、自分たちが発明した
製品で世の中に新しい必要性を生み出すという考えでした。それは、デジタル
技術を発展させ、電卓、時計、電子楽器などの発明品を世に送り出す開発哲
学として受け継がれ、今なお新しい価値を生み出し続けています。

1965年　世界初のメモリー付き
電子式卓上計算機。

001

1981年　英和・和英辞
書を内蔵した簡易型の
電子辞書。

TR-2000

1983年　「落としても壊
れない時計」をコンセプト
に開発された耐衝撃腕時
計。壊れやすい精密な腕
時計の常識を覆し、いつ
でも気軽に使える実用性
と「タフネス」という世界
観が全世界のユーザーに
支持されている。

1983年　薄さ0.8ミリのクレ
ジットカードサイズを実現。持
ち運んでいつでも計算がで
きる究極の薄型電卓。

G-SHOCK（Gショック）

2002年　世界最薄（当時）
のスリム形状でウエアラブル
を実現した液晶モニター付き
カード型カメラ。常に携帯し、
撮りたいときに気軽に撮影を
楽しむスタイルを提案。

EXILIM（エクシリム）

2004年　衝撃や振動
に強い堅牢な設計を
施した電子辞書。

XD-L4600

2008年　1秒間に60枚
の高速連写を実現したデ
ジタルカメラ。

EX-F1

2011年　自在に動くフレー
ムと回転するレンズで、自
由な撮影スタイルを実現し
たデジタルカメラ。

EX-TR100

2014年　カメラ部と液晶
モニター付きのコントロー
ラー部を分離して撮影でき
るデジタルカメラ。

EX-FR10

1995年　時刻情報を乗せ
た電波を受信して時刻を修
正する機能で、正確な時刻
をいつでも把握できるように
した腕時計。

FKT-100

2000年　耐衝撃・耐水性能を持っ
たタフネス携帯電話。場所を気にせ
ず電話ができることで人気を博した。

C303CA

1974年　「時間は１秒
ずつの足し算」という発
想から生まれた電子時
計。大の月・小の月を
判別して日付を調整す
るオートカレンダー機能
を、世界で初めて腕時
計に搭載した。

カシオトロン

1972年　三角関
数、指数関数など
各種関数計算をワ
ンタッチのキー操
作で可能にした関
数電卓。

fx-1

SL-800

1985年　グラフ表示によって数式
を直感的に把握できる関数電卓。

fx-7000G

1957年　世界初の小型純電気式計算機。オフィス
に置けるサイズで静かで高速な計算を実現。埃に強
く接触不良を起こしにくい独自のリレー素子を開発し
て信頼性を確保。数多くの企業や研究機関で導入さ
れ、事務計算や技術計算にかかる労力を減らした。

14-A

1972年　世界初のパーソナル電卓。１チップ
LSIや6桁の表示ディスプレイ、シンプルな部品
設計により12,800円の価格を実現した。シリー
ズ累計1,000万台以上が売れて一般家庭に広
く普及し、半導体の発展にも貢献した。

カシオミニ

1980年　「誰にでも楽しめる楽器」をコンセプト
とした電子楽器。音の時間的変化に着目して開
発した「子音母音システム」により、さまざまな種
類の自然楽器に近い音色を実現。

カシオトーン201

1991年　繊細で豊かな表現ができるAP音源を採
用した本格的な電子ピアノ。

CELVIANO（セルヴィアーノ）

2003年　省スペースで演奏を楽しめるスタイリッシュ
な電子ピアノ。

Privia（プリヴィア）

1996年　本格的に電子辞書の展開をスタート。コン
テンツや検索機能の大幅な強化で電子辞書市場を
拡大した。

EX-word（エクスワード）
2010年　レーザーとLEDを組み合わせたハイブリッド
光源により、高圧水銀ランプを使わずに高輝度を実現。
光源寿命も約2万時間を達成した低環境負荷の
データプロジェクター。

グリーンスリムプロジェクター

1996年　オープンプラットフォームのWindows® CE
を採用した携帯情報端末。

CASSIOPEIA（カシオペア）

1984年　多彩な音色を簡単に創り出せるP.D.
音源を採用したデジタルシンセサイザー。

CZ-101

1995年　世界初の液晶ディスプレイを採用した個人
向けデジタルカメラ。デジタルカメラを市場に普及さ
せ、画像でコミュニケーションする文化を創造した。

QV-10

上部写真：左から、次男俊雄、三男和雄、長男忠雄、四男幸雄。
手前は開発に成功した計算機14-A。
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カシオのイノベーションの歴史

1983年　明るい場所で
も暗い場所でも見やすい
表示を実現した世界最
小（当時）のポケット液晶
テレビ。

TV-10
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企
業
情
報

商号
英文商号
本社
TEL

カシオ計算機株式会社
CASIO COMPUTER CO., LTD.
〒151-8543　東京都渋谷区本町一丁目６番2号
03-5334-4111（代表）

設立年月日
資本金
従業員数
ホームページ

1957（昭和32）年6月1日
485億9,200万円
12,287名（連結） 
http://casio.jp/

会社概要（2017年3月31日現在） 

売上と利益 （連結会計年度2016年4月～2017年3月）

役員 （2017年6月29日現在） 

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

321,213 百万円

30,636 百万円

26,239 百万円

18,410 百万円

■報告セグメントごとの売上高と営業利益
※セグメント別の連結営業利益は調整前の数値です（調整額 －4,669百万円）

■地域別売上高比率

売上高
272,804百万円

営業利益
  37,194百万円

○ウオッチ
○クロック
○電子辞書
○電卓

売上高
39,734百万円

営業利益
－2,224百万円

○ハンディターミナル
○電子レジスター
○オフィス・コンピューター
○ページプリンタ
○データプロジェクター  など

売上高
8,675百万円

営業利益
    335百万円

○金型  など

84.9％

コンシューマ

12.4％

システム

2.7％

その他

○電子文具
○電子楽器
○デジタルカメラ
　など

代表取締役

代表取締役

取締役

取締役

取締役

取締役

会長

社長

副社長執行役員

専務執行役員

執行役員

樫尾 和雄

樫尾 和宏

中村 寛

髙木 明德
増田 裕一
伊東 重典

山岸 俊之
高野 晋
齋藤 春洋

石川 博一（社外取締役）
小谷 誠　 （社外取締役）

監査役（常勤）

監査役

上席執行役員

執行役員 小林 誠
矢澤 篤志
守屋 孝司
植原 正幸
稻田 能之

井口 敏之
寺田 秀昭
太田 伸司
山下 和之

内山 知之

大德 宏教（社外監査役）
戸澤 和彦（社外監査役）

持永 信之
樫尾 哲雄
樫尾 隆司
中山 仁

売上高

321,213 百万円 33.3 ％

日本

38.6％
アジア・その他

12.8％

北米

15.3％

欧州

社長メッセージ

代表取締役 社長

樫尾  和宏

日頃より当社製品を使ってくださっている皆さまに、深く感謝を申し上げます。創立から60年間、ユーザーの皆さま

に支えていただいたおかげで、今日の当社があります。ユーザーのために役に立つことを第一に考えて製品を開発

することで当社は発展してきました。その創業精神を守りながら、時代の変化に対応した事業のあり方を考え、

ユーザーの皆さまへ期待以上の形で価値を提供していくことを目指してまいります。

創業時代から続く事業も、技術や市場の変化によって、その役割を変えつつあります。現在、当社の電卓の売り

上げの大半を占める主力商品は関数電卓です。数学を学ぶためのツールとして主に海外の教育現場で積極的

に使われており、年間2500万台を出荷しています。スマートフォンやタブレットにはない専用機の使いやすさが支

持され、また国や地域ごとに教育現場での目的にあった計算ができる仕様で提供しています。また知識を身に付

け学ぶための電子辞書や英会話学習機、音楽を学ぶための本格デジタルピアノなど、人間が知的活動を行うた

めの教育ツールに力を入れています。

作り上げた価値を守り、育てることも、私たちが皆さまにお約束することです。当社を代表する時計ブランドである

G-SHOCKは、耐衝撃などの性能だけでなく、製品の持つ世界観を含めて支持していただき、ユーザーのコミュ

ニティとともに育てて発展を続けている製品です。皆さまとともにこの価値を守りながら、さらに感動していただける商

品を提供してまいります。

また、持てる技術をフルに使い組み合わせることで、これまでの事業内容や個人向け、法人向けといった区切りに

もとらわれない柔軟さで、必要とされるものを提供してまいります。これからもユーザーの皆さまの役に立ち続けるため

に製品を開発し「貢献のための創造」を目指してまいります。

ユーザーの皆さまのために
創造し続ける
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